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会派幹事長の新年の抱負 2､3面

一般質問 4､5､6面

最近の委員会の主な議題 7面

審議した議案等の結果と
各会派の賛否 ８面

今号の目次

定例会の概要 第４回定例会で審議した議案等

詳細は8面に掲載しています。

◆区長提出議案
 条例 …………………………………………8件

 指定管理者の指定 …………………………1件

 任命の同意 …………………………………1件

◆議員提出議案 …………………………………2件

◆議員の派遣 …………………………………… 1件

◆陳情審査の結果
 採択とした陳情 ……………………………1件

 撤回承認した陳情 …………………………1件

 継続審査とした陳情 ………………………5件

総合庁舎屋上より富士を望む

副議長
川原　のぶあき

議長
宮澤　宏行
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結果議　案　名　等 概　　　　要

　令和元年第４回目黒区議会定例会を、11月22日（金）から12月５日（木）までの14
日間の会期で開催しました。
　本会議第１日目（11月22日）及び第２日目（11月25日）には、14名の議員が区政の
課題について一般質問を行いました。
　今回の定例会では、区長から提出された10件の議案を、すべて原案通り可決しま
した。
　陳情は付託した各委員会で審査を行ったものについて、１件を採択、５件を継続
審査としたほか、１件の撤回を承認しました。
　議員提出議案では、「葬祭業における法整備の推進に関する意見書」「火葬料金
の低廉化に向けた取り組みを求める意見書」を可決しました。
　また、２件の選挙を行い、目黒区選挙管理委員会委員に二ノ宮啓吉氏、石橋仁之
氏、井上正和氏、中島みち子氏の４名、目黒区選挙管理委員会委員補充員に今井礼
子氏、秋山正夫氏、福岡りさ氏、深山キクエ氏の４名がそれぞれ当選しました。

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例ほかを可決
（令和元年第４回定例会）
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新
た
な
年
を
迎
え
、謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
区
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日

頃
よ
り
私
ど
も
目
黒
区
議
会
の
活
動
に

対
し
ま
し
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
が

幕
を
開
け
ま
し
た
。そ
し
て
本
年
は
令

和
最
初
の
お
正
月
と
な
り
、今
夏
に
は
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
四
月
に
任
期
満
了
に
伴
う
区
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、私
た
ち
は
第

十
九
期
区
議
会
議
員
と
し
て
、区
民
の

皆
様
が
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
、区
内
の
多
く
の
皆
様
の
お
声
を
区
政

に
生
か
し
、安
全・安
心
な
地
域
づ
く
り
、

子
育
て
支
援
、教
育
の
振
興
、高
齢
者
・

障
害
者
福
祉
の
充
実
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
に
積
極
的
に
打
っ
て
出
て
、こ
れ
か

ら
の
人
口
減
少
社
会
を
真
剣
に
見
つ
め
た

重
要
課
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化

や
ふ
る
さ
と
納
税
の
影
響
に
よ
り
財
源

が
失
わ
れ
つ
つ
も
あ
り
ま
す
が
、区
議
会

と
し
て
行
政
へ
の
チ
ェッ
ク
機
能
を
充
分

に
果
た
し
な
が
ら
今
必
要
な
行
政
課
題

に
は
、果
敢
に
財
源
投
入
で
き
る
よ
う
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
令
和
時
代
の
本
年
が
、皆
様
に

と
り
ま
し
て
、希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　令和元年台風第19号による被害が、友好都市である宮城県角田市内の各地で発
生しました。
　被災された方々には心よりお見舞い申し上げます。
　目黒区議会におきましては、甚大な被害を受けている地域を支援しようと、11月8日
に区内鉄道3駅で、令和元年台風第19号角田市災害義援金の募金活動を行いました。
皆様からお寄せいただきました義援金197,669円と各議員からの見舞金175,000
円を宮澤宏行議長と川原のぶあき副議長が11月14日に角田市長にお渡ししました。
　なお、議会としての見舞金300,000円は、宮澤宏行議長が10月29日に宮城県東
京事務所を通じてお贈りしました。

令和元年台風第19号角田市災害義援金及び見舞金を宮城県角田市長にお渡ししました

◆審議した議案等の結果と各会派の賛否 （○：賛成、×：反対、欠：欠席）

◆撤回承認した陳情
●小規模認可保育園と認可園の連携についての陳情

職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例

目黒区心身障害者センター条例の一部を
改正する条例

目黒区災害弔慰金の支給等に関する条例
の一部を改正する条例

目黒区立区民住宅条例の一部を改正する
条例

目黒区立保育所条例の一部を改正する条
例

目黒区立在宅ケア多機能センターの指定
管理の指定について

目黒区長等の給料等に関する条例等の一
部を改正する条例

職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例

幼稚園教育職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例

目黒区教育委員会委員の任命の同意につ
いて

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に
関する法律により地方公務員法が改正されること等に伴い、関係条例の規定の整備を
行うもの。

心身障害者センターにおいて、医療的ケアを必要とする児童等に対し、新たに児童福
祉法に基づく児童発達支援及び放課後等デイサービスを提供するもの。

区長の付属機関として目黒区災害弔慰金等支給審査委員会を設置するとともに、災害
弔慰金の支給等に関する法律の一部を改正する法律等の施行に伴い、規定の整備を行
うもの。

目黒区立柿の木坂森戸マンションを廃止するもの。

目黒区立東山保育園、目黒区立中目黒駅前保育園及び目黒区立目黒保育園を廃止する
もの。

目黒区立在宅ケア多機能センター（田道）の指定管理者に特定非営利活動法人ほっと
ステーションを指定するもの。

目黒区特別職報酬等審議会の答申を踏まえ、区長等の給料等の額を改定するもの。

特別区人事委員会の勧告に伴い、給料月額を減額し、勤勉手当を増額するとともに、職
員の退職手当に関する条例について所要の改正を行うもの。

特別区人事委員会の勧告に伴い、給料月額を減額するとともに、勤勉手当を増額する
もの。

12月8日任期満了の中山ひとみ氏の後任として、松村眞理子氏を委員に任命すること
に同意するもの。

区長提出議案

議員提出議案

議員の派遣

選挙

葬祭業における法整備の推進に関する意見書

友好都市協定を締結している自治体と更なる議会交流を進める一環として、金沢市を訪問し、同市における行政施策や議会活動
の視察、議会同士の意見交換を行うため、同市へ議員を派遣するもの。

目黒区選挙管理委員会委員４名の選挙

目黒区選挙管理委員会委員補充員４名
の選挙

葬祭業における法整備の推進と都内における火葬料金の低廉化及び福祉葬の公平・公正な運用に関する陳情

火葬料金の低廉化に向けた取り組みを求める意見書

二ノ宮啓吉氏、石橋仁之氏、井上正和氏、中島みち子氏の4名が当選した。

今井礼子氏、秋山正夫氏、福岡りさ氏、深山キクエ氏の4名が当選した。

会派の名称と構成人数　自民＝自由民主党目黒区議団（10人）　公明＝公明党目黒区議団（6人）　立民＝立憲民主・目黒フォーラム（6人）　共産＝日本共産党目黒区議団（5人）　新風＝新風めぐろ（3人）
★各会派の構成議員については、２ページ及び３ページをご覧ください。

◆継続審査とした陳情
●選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書を国に提出することを求める

陳情
●羽田空港の国際線増便計画の見直しを求める陳情書

●政府に香港の「自由」と「民主主義」を守る行動を求める陳情
●子どもの望まない受動喫煙をなくすための陳情
●町内（自治会を含む）運営での法令違反懸念の発生予防対応策の提案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 可決

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 可決

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 可決

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 欠 ○ × 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 同意

○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 欠 ○ × 可決

○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 欠 ○ × 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 欠 〇 × 採択

◆陳情の審議結果と各会派の賛否

葬祭業における法整備の推進に関する意見書

　近年増加傾向にある我が国の死亡者数は、2018年には136万９千人に上り、
2025年には年間150万人以上に達すると予想されています。また、メディアでも
盛んに「終活」が取り上げられるなど、「人生最後のセレモニー」である葬儀に対
し、人々の関心が高まってきています。
　しかし、一連の葬儀を執り仕切る葬祭事業については、法の整備が遅れている
ため、資格を持たずにこれを営むことができる状況にあります。その結果、近年
では東京など首都圏を中心に、会社や事業所を持たずに、インターネットを駆使
し、電話１本で葬儀を請ける個人事業者が急増しているため、様々なトラブルが
発生しており、各地区の葬祭業協同組合にも苦情などが寄せられています。
　そこで、目黒区議会は、国会及び政府に対し、住民が不利益を被らないよう、更
には葬祭業界の健全な発展のためにも、葬祭業の総合的な法整備を推進するよ
う強く要請します。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

令和元年12月５日

目黒区議会議長　　宮　澤　宏　行

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣

総務大臣
厚生労働大臣

⎫
⎬
⎭

宛て

火葬料金の低廉化に向けた取り組みを求める意見書

　特別区の区域内にある火葬場では、葬祭扶助による福祉葬以外の火葬料金が、
他の地域に比べて非常に高額となっています。特別区の区域内の火葬場の多く
は民営ですが、火葬場は、ほぼ全ての人が利用するという点で、極めて公共性の
高い施設です。したがって、地域間で料金格差がありすぎるのは問題であり、高
額な料金で利用せざるを得ない都民にとって、大きな負担となります。
　よって、目黒区議会は、東京都に対し、火葬料金の低廉化に向けた取り組みを
講ずるよう強く要請します。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

令和元年12月５日

目黒区議会議長　　宮　澤　宏　行

東　京　都　知　事　　宛て
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